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論文内容の要旨 
［目的］われわれは，成長終了後の唇裂鼻の高度な変形においては，自家腸骨を用いた cantilever
型骨移植を施行してきた。この方法における有害事象に関しては，発生する頻度や経時変化に関
する報告はわれわれが渉猟し得た範囲ではない。本研究において，唇顎口蓋裂患者の高度な唇裂
鼻変形に対して，自家腸骨を用いた cantilever 型骨移植を行った症例のうち，顔面写真や画像な
どの資料が揃っている症例を対象に、長期に至る形態変化を後向きに調査し，cantilever 型腸骨
移植術の効果および課題点を明らかにする。 
［対象と方法］唇顎口蓋裂における生後 3 カ月頃から１歳頃までに行う口唇形成術などの初期治
療を東京大学医学部附属病院か埼玉医科大学附属病院で施行され，顔面の成長がほぼ終了した約
15 歳以降（1991 年 1 月から 2013 年 12 月までの間）に cantilever 型腸骨移植を東京大学医学部
附属病院で施行された患者のうち，顔面写真，頭部 X線規格写真，CT 画像などを含む診療録で術
後経過を 6カ月以上追跡可能であった 65 人を対象とした。 
診療録より術後約 1週間，術後 6カ月，術後 1年以上で，有害事象の有無，追加手術の有無を後
ろ向きに調査した。性別は，男性 25 名女性 40 名であった。裂型は，片側性唇顎口蓋裂 39 名，両
側性唇顎口蓋裂 24 名，片側性唇顎裂 1名，両側性唇顎裂 1名であった。手術時年齢は，14 歳 11
カ月～45 歳 7 カ月（平均 21 歳 6 カ月）であった。また，65 例の対象症例の中で術前と術後 6カ
月以上を経過した頭部 X線規格写真が存在する 19 例を対象に，鼻部突出度と鼻唇角を測定し，側
貌変化について検討した 
［結果］観察期間は術後6カ月から13年0カ月（平均4年4カ月）であった。入院期間中に何らかの
修正の必要性が生じたり，再度の鼻形成術を必要とした有害事象は，①鼻尖の偏位（1例，1.5%），
②移植腸骨の過度の吸収（2例，3%），③鼻根部における移植腸骨の突出変形（3例，4.6%），④
移植腸骨の骨折（1例，1.5%）などで，計7例（10.6％）に認められた。頭部X線規格写真を比較し
得た19例において，術前の鼻部突出度は14.1±2.7ｍｍ，鼻唇角は70.4±15.2°であった。術後の
それぞれの値は16.7±3.2mmと99.7±14.5°であり，いずれも，有意な改善を認めた。また，鼻部
突出度と鼻唇角との間には相関関係を認めた。 
［結論］本研究より，唇裂鼻変形の修正において、cantilever型腸骨移植は鼻変形の改善には非
常に効果的であるが，いくつかの有害事象が起こる可能性が懸念されることが明らかとなった。 
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